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高精度反射法地震探査による会津盆地西縁断層帯の浅部地下構造
High resolution seismic reflection profiling across the western Aizu basin fault zone,
northeast Japan
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東北日本南部の地形的配列のうち最も背弧側に位置する，越後山地や飯豊山地，出羽丘陵といった背弧側の山地・丘
陵は，いずれも東西幅 50km程度の，低起伏かつ箱形の地形的高所をなし，より起伏が大きく平均標高の高いほぼ火山
フロント沿いの脊梁山地と対照的な地形的特徴をもつ．また，これらの背弧側の山地・丘陵には，脊梁部に比べて非常
に短縮量の大きい褶曲衝上断層帯が発達しており，そのうちの多くは現在も活動的である．このように，背弧域の山地・
丘陵は東北日本弧の地殻変動像を知る上で非常に重要であり，その重要な構造要素である越後山地の東側を限る逆断層
帯である会津盆地西縁断層帯の地下構造を探る目的で，地震予知計画の一環として高精度浅層反射法地震探査を行った．
本実験では，東京大学地震研究所所有のマルチチャネル陸上反射法地震探査システムGDaps-4（（株）地球科学総合研究
所製）および小型バイブレーター震源 T-15000（IVI 社製）を用いた．測線は会津坂下町青木から喜多方市高郷町大田賀
の約 7.3 km区間である．主なデータ取得パラメータは以下の通りである：受振・発振点間隔：10 m，スイープ長：20sec，
スイープ周波数：10-100 Hz，地震計固有周波数：10 Hz，チャネル数：220，記録長：3 sec，サンプリング間隔：2 msec，
平均垂直重合数：5-7，平均水平重合数：110．測線周辺のノイズレベルは非常に低く，その結果ほぼ全てのショット記録
において S/N比の高い良好な記録が得られた．この観測記録を用いて，Super-XC（（株）地球科学総合研究所製）を使用
した共通反射点重合法に基づくデータ解析を行った結果，結果，会津盆地および同西縁断層帯の上盤側に発達する非対
称背斜構造の，往復走時 1.5-2.0秒までのイメージが取得できた．会津盆地の地下にはほぼ水平な高周波の連続的な反射
面群が往復走時約 1.5秒まで分布しており，盆地を埋積する鮮新・更新統に対応するとみられる．一方，断層の上盤側で
は更新統に対比される反射面群が東側に傾斜していることがわかる．両者の間に存在する西傾斜の向斜軸の地表延長は，
完新世段丘の分布位置におおよそ対応している．今後は，速度解析など反射法解析を進めて地下構造断面を作成し，地
表地質・ボーリングとの対比を行い，会津盆地西縁断層帯により形成された褶曲構造の詳細を明らかにすると共に，断
層関連褶曲の構造形態と地層の堆積年代から断層帯の長期的なひずみ速度を明らかにする予定である．
なお，本研究では地震研究所共同利用の機器を使用した．本研究は文部科学省による「地震及び火山噴火予知のため

の観測研究計画」の支援を受けました．記して感謝いたします．

キーワード:会津盆地西縁断層帯,活断層,浅層反射法地震探査,東北南部
Keywords: Western Aizu basin fault zone, active fault, shallow seismic reflection profiling, southern northeast Japan


